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 本論文では、二つの手法で作製した LSM/ScSZ 複合材料について検討した。ひとつは、二相系複合空気極の構造要
素を予め材料粒子段階で作り上げることを目指し、LSM 粒子を母粒子とし、その表面に微細な ScSZ 粒子を被覆した
構造をもつ複合粒子で、機械処理法により作製した。もう一方は、非常に微細な空気極構造を実現することを考えて、
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⑴ LSM 粒子表面を微細な ScSZ 粒子で被覆した構造を持つ複合材料を機械的手法により製造し、これを適用した空
気極が酸素還元反応を促進させることを明らかにしている。また、電極微細構造最適化の観点から、複合材料を
構成する母粒子と子粒子の粒子径比と配合比の関係が配位数モデルを使って説明されている。 
⑵ 機械的手法による LSM/ScSZ 複合材料を使用した空気極は、従来電極と比較して経時劣化を抑制できることを示
している。 
⑶ 噴霧熱分解法による LSM/ScSZ 複合材料を使った電極作製過程では、複合粒子内に分散した LSM と ScSZ の微
細結晶粒子が自己組織化的挙動により複合電極構造を作り出すこと、また、これにより空気極の電気化学的性能
が向上することを明らかにしている。 
⑷ 噴霧熱分解法による LSM/ScSZ 複合材料について、その製造過程から空気極形成過程の一連のプロセスモデルを
明確にするとともに、空気極の電気化学的性能向上に適した複合材料製造の条件を明らかにしている。 
⑸ 噴霧熱分解法による LSM/ScSZ 複合材料を使用した空気極は、耐久性試験前後で電極構造や電気化学的性能の変
化は小さく、また、従来電極と比較して経時劣化が抑制できることを示している。 
 以上のように、本論文はこれら二種類の固体酸化物形燃料電池用複合材料が空気極性能を具体的に向上させる手段
として提供されているだけでなく、空気極の複合構造制御に関する新たな知見を多数含んでおり、電気化学的エネル
ギー変換装置に関わる材料工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。 
